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私はいまオーストラ

リアのシドニーでこの

原稿を書いています。

まだシド二十に来て2

か月ですが、新 しい

土地で暮 らす束J激も

ある反面、さまざま

な苦労もありました。

シドニTに は移民の1世、2世が非常に多く、

言語も多様で、英語が母語でない人も多いの

で、どんな英語を話 しても自然に応対 してもら

えます。 しかし、英語が公用語であることはは

っきりしており、ほとんどの公的な手続きに英

語が必要です。

土地の状況や習慣に通じていないために、そ

してそれを理解するための英語が不十分なため

に苦労することはしば
｀
しば
｀
です。家探 しに始ま

り、子どもの小学校探 しと入学手続き、予防接

種、各種行事の案内や学校からのお手紙を読む

こと、図書館のカードの手続き、インターネッ

トの利用、車をどこで借りたらよいか(バ スカ

ードの使い方、欲 しいものがどこなら安く買え

るかなど、細かいこと一つ一つを解決するため

の情報集めと手続きの多くに英語が必要です。

ちょっとしたことが分からないためにイライラす

ることもありました。

このような問題とその解決について振り返る

ために、シド二十に来てから生じた問題や疑間

をどう解決 したかを、記録にとってみました。

その結果、いくつかのことに気づきました。

第一に、ニューカマー (ある土地に新 しく来

た人)は 「限られた短い時間」に多くの情幸Rを

集めて手続きや買い物などをしなければならな

いということです。実は言語的 ・文化的なマイ

ノリティ (少数者)が 利用できる情報のリソー

ス (問題解決や学習に役に立つヒト、モノ、組

織など)は いろいろあるのですが、遠かったり、

面倒で時間がかかりそうだと、利用 しません。

一つ一つのことを片づけるのに時間がかかるの

で、早くすませたいのです。

第二に、親切な人のところ (店、役所、各種

のサービス部門、知り合いなど)へ は行きやす
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いという当たり前の事実です。「笑顔のコミュニ

ケーション」は非常に重要です。笑顔で落ち着

いて応対 してくれる人は話も聞き取りやすいで

すし、こちらが英語でうまく表現できなくても

焦らずに話を聞いてもらえるので、早く問題が

解決できるという期待がもてます。応対が不親

切だと、自分が間違っているのではないかとい

う不安を感じます。マイノリティには何がその

土地の基準かを判断する材料が乏しく、それが

コミュニケーションの不安につながりますし、そ

れを確かめることにも手間や時間がかかるので、

応対が不親切だと時間がかかるとも感じます。

第二に、母語による情報 (私の場合は日本

語)に は質白匂に他とは違う情報が含まれている

ということです。イ列えば
｀
、子どもの教育に関し

て日本の学校との違いを知りたかったときに役

立ったのは日本から来た家族の情報でした。マ

イノリティの視点による情報や、味噌がどこで

買えるかといった母文化の保持に関わる1青報が

欲 しいことがあります。

以上を総合すると、私の場合、毎日の生活で

一番助けられているのは、同居 しているホスト

ファミリーと電子辞書のように思います。イン

ターネット上の1青報に助けられることも多いで

す。いずれも、心理的負担を感じないで、いつ

でも手軽に聞けるという点が共通です。その他

には大学の日本語本斗の先生方の1青報、所属学科

(心理学科)の 大学院生、インターナショナル・

オフィスの職員、などに助けられています。

これらのことを、立場を入れ替えて、日本で

言語的マイノリティの支援をする場合に当ては

めてみると、言語の他に生活の情報を加えるこ

と、支援の場を地理的にも心理的にもアクセス

しやすいところに作ること (マンツーマンのサ

ポートシステムも有効)、笑顔で落ち着いて話を

聞ける雰囲気を作ること、必要に応じて母語 ・

母文化を同じくする人々のネットワ
ークを作る

手伝いをすること、などが効果的な支援になる

と言えるでしょう。どれもボランティアの間で

よく言われることですが、それを私はいま、逆

の立場で改めて確認しています。
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